




理解してくれて、ハワイミツスイの仕事が順調にできるようになりました。ただ、ビショップミュージア
ムという所は寄付金で成り立っているような古いミュージアムなので、このハワイミツスイのバード
カービングによる復元の寄付金のコーナーを作ってくれて集まったお金を私だけ使えるようになっ
ています。
　５００万年前にアジアの鳥がどういうわけかハワイ島に飛んで行き、５００万年かけて１種類の鳥か
ら５０種類の鳥に進化したのがハワイミツスイです。ここにその一番の元になった鳥を彫ってきまし
た。最近やっとＤＮＡ的にオオマシコという北海道にいる鳥が１００万年前にハワイ島へ行った鳥だ
ったということがわかりました。

　このオオマシコという鳥がなぜあんな暖かいハワイ
島まで飛んで行ったのか。もともとこの鳥は植物の種
を食べる鳥です。ハワイ島にたどり着き、花が年中あ
るハワイで、花の蜜をなめるように進化した鳥も現れ
たようです。
　進化論というのは非常におもしろくて、たくさんの食
べ物があると食べるものに合わせて体が変わっていき
ます。植物の種に合わせてくちばしが進化します。たと
えば固い種を食べると大きなくちばしに進化します。
　くちばしの上に柔らかい羽が発達した鳥は、そこに
花の花粉が付くようになっていて、花の受粉を助けな

がら蜜をもらいます。
　ハワイには１００くらい島がありますが、島が違うだけで形態がちょっと違います。
　そんな風に５０種に進化しましたが、残念な事に現在は１７種しか生きていません。ここ１００年くら
いで絶滅し始めて、その１７種すべてが絶滅危惧種です。
　５０種の中の４０種だけはビショップミュージアムの収蔵庫の中に剥製として収蔵されています。
博物館なのでいろんな人に見せてあげたいのですが、収蔵庫から出すと色が褪せて劣化が始まる
ので収蔵庫から出せません。
　私が収蔵庫にある剥製を見せてもらってミリ単位で計らせてもらって写真を撮らせてもらえれば、
復元できますとビショップミュージアムに伝えると、その技術で是非協力してくださいと大変喜んで
くれました。収蔵庫に２週間入って、スケッチさせてもらい、データを取ってきました。
　ハワイミツスイの絶滅の原因ですが、残念なことに日本のメジロが関係しています。
　ちょうど１００年前位に日本から多くの人がハワイの開拓、サトウキビやパイナップル畑を作るため
に船でやってきました。ハワイの人たちはすごく日本人を尊敬してくれているし、日本人のおかげで
今のハワイがあるんだというくらい日本人に一目を置いてくれているのですが、残念な事に、日本人
が日本からペットとしてメジロを持ち込んでしまい、籠脱けして一年中気候の良いハワイで爆発的に
メジロが増えました。外来の鳥はえてしていろんな菌を持っていて、メジロはメジロ特有のウイルス
を持っていました。ハワイのようにその島だけで分化した鳥達は、そういう菌に対する抵抗力が全く
ありません。
　もうひとつ悪い事に、メキシコから蚊も入ってきてしまいました。メジロを刺した蚊がハワイミツスイ
を刺すとミジロのウイルスがハワイの鳥に入り、死んで行ってしまいます。
　ハワイ島には富士山より高い山があるのですが、蚊は１５００mまで登って来れます。だから１５００
m以下にいるハワイの固有種はゼロです。
　皆さんハワイへ行くと鳥がいっぱいいることに驚きますが、それはすべて外来種です。昨年の２月
に学会の招きでハワイへ行った時、朝に小鳥がいっぱいだったので「冬なのに、本当にハワイは楽
園みたいですね」と言ったら、まわりにいた鳥類学者が「ここにいる鳥は全部、外来種です」と言い
ました。ハワイにいる外来種は１５０種だそうです。あまりにも環境がいいものだから全ての鳥が繁
殖できます。
　ハワイは一見すると、とても美しく優雅な島ではあるのですが、昆虫学者、植物学者、鳥類学者か
ら見ると、あまりにも今までのハワイでなくなる、負の島だと言われる程危険な状態です。
　ビショップミュージアムに訪れた人たちが、ハワイにこういう鳥がいたんだということがわかるよう
に、１７種しかいない鳥達をこれから４、５年かけて復元したいと思っています。寄付金が集まってこ
ないと、私の制作費が出てこないので、よろしくお願いします。
　ハワイの王様、カメハメハ初代大王のマントは鳥の黄色い羽だけでできています。８万羽の鳥を
捕まえて、４５万枚の羽でマントができています。ハワイでは神の化身である鳥の一部をいただい
て、王様の命を守るということで黄色いマントを着ていました。
　あまりにもマニアックな話で申し訳ありません。何か質問があれば、聞いてみてください。






